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議  事  録 

 

あいさつ 

・人権・市民相談課長 

 

委員自己紹介 

会議の名称 令和4年度 第２回 富士見市男女共同参画社会確立協議会 

開 催 日 時  令和4年１０月１７日（月）10:00 ～ 12:00 

開 催 場 所 市役所 ２階 第１・2会議室 

出 席 者 

・猪俣由美子会長、長ケ原美博副会長、藁谷浩一委員、田中郁代委員、 

出谷吉章委員、田村久仁子委員、羽石貴裕委員、森田信子委員、 

神保文子委員、大澤啓矢委員、武田圭介委員、古寺優一委員 

・黒須さち子専門員 

・事務局 人権・市民相談課 皆川課長、豊田主査 

欠 席 者 なし 

会議次第 

議 事 

（１）正副会長の選出 

（２）富士見市男女共同参画推進事業の概要について 

（３）男女共同参画基礎講座 

資   料 

（資料１）正副会長の選出 

（資料２）富士見市男女共同参画推進事業の概要について 

（参考資料）富士見市男女共同参画社会確立協議会条例 

      富士見市男女共同参画推進条例 

公開・非公開 公開（傍聴者 0人） 
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議事 

（１）正副会長の選出 

   会長 猪俣由美子委員、副会長 長ケ原美博委員に決定。 

 

（２）富士見市男女共同参画推進事業の概要について 

事務局…資料２に基づき説明。 

委 員…小学生向け啓発リーフレットについて、配るだけで満足してしまっていないか。 

事務局…令和２年度より、毎年数校に分けてアンケートの回収を始めた。ジェンダーへの

気づきがあったことや、家族で話すきっかけとなった等、概ね好評を得ている。

配布を継続していきたいと考えている。 

委 員…悪いことより良いことを皆に伝えることで、男女共同参画を進めていくのが良い

と思う。 

 

（３）男女共同参画基礎講座 

   黒須専門員の講義（概ね１時間）の後、質疑応答。 

委 員…IT化、デジタル化に伴い、世代間格差が大きいことについて気になっている。 

専門員…高齢者、女性、貧困世帯などは IT 弱者になりやすい。ウィズユーさいたまでも、

コロナ禍がテーマの講座をズームで行う試みがあったが、生きづらい人はズーム

もできない環境であるという現状もあった。学校の授業がオンラインになった際

にも、他にも、高齢者に向けた再就職講座でもパソコンの講座が設けられたりし

ている。勉強したい人、必要な人がきちんとアクセスできる方策を考えていく必

要がある。IT化の流れは止められないので、どう共存していくかが大事。IT化に

伴いスマホを介した犯罪も増えており、正しい情報の見極めも大切。 

委 員…男でも女でも ITの得意不得意はあるが、一人ひとりが持っている能力を認めて尊

重し、補い合う社会であってほしい。 

委 員…自身の経験から子どもを産み育てるのは幸せの一つであるから、女性のM字カー

ブ（出産・子育て期に一度退職をすることが表れているグラフ）の現象はある程

度やむを得ないのかもしれないと思ってしまう。 

専門員…結婚や子どもを持つことは必ずしも当たり前でなく、そのような生き方をしてい

ない人も多くいる。保育所に入れなかった人が憂えたツイッターが話題になった

が、女性が仕事を中断することなく働き続けられる社会は、皆にとって暮らしや

すい社会である。もし結婚や子育てが幸せの形であるという価値観を押し付ける

ようなことがあると、それにあてはまらない多くの人は苦しいままになってしま

う。 

委 員…講座の中でアンコンシャスバイアスという言葉があったが、無意識の偏見をなく

していきたい。 
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４ その他 

（１）次回の会議日程について 

事務局…次の確立協議会は２月頃を予定。あらためて連絡をする。 

    １１月２７日（日）にセミナーを実施するのでご参加を。 

     

閉 会 副会長  

 

 

 

終了時間 12:00 


